
令和４年４月１１日 

テーマ 

救急病棟における行動抑制見直し行動の習慣化 

 

テーマ選定理由 

行動抑制をアセスメントするための取り組みとして，行動抑制に関する記録の習慣化と定

期的な抑制カンファレンスの導入を図ることとした。 

 

現状把握 

現状把握としてアンケート調査を行った。その結果， 

・行動抑制について記録ができていないこと。 

・定期的な話し合いが行われていないこと。 

・抑制が当たり前になっていること。 

・多職種と情報共有できていないこと。 

がわかった。 

 これらから十分な抑制アセスメントが行われていない現状が明らかとなった。 

 

目標設定 

現状把握にて得られた理由を基に以下の目標を設定した。 

① 行動抑制に関するアセスメント記録が行える，を対象者の記載率 100％にする。 

② 抑制カンファレンスを開催し複数で検討する機会を作る，を開催率 100％にする。 

 

要因の解析 

十分な抑制アセスメントが行われないのはなぜか，フィッシュボーンで解析した結果，次の

6 つが重要要因と考えた。 

① 抑制の記録を行っていない。 

② 抑制記録の書き方がわからない。 

③ 多職種で話し合い出来ていない。 

④ 抑制解除には医師の判断も必要。 

⑤ これまで抑制の記録をしてこなかった。 

⑥ 抑制は当たり前の風土があった。 
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図１ 要因の解析 

対策立案 

系統図，マトリックス図で重要要因について対策を検討し，評価の高いものを採用すること

にした結果，次の 4 つが採用された。 

① 記録を残すように看護指示に入力する。 

② アセスメント記録の例文を提示する。 

③ カンファレンスを開催する。 

④ 記録の負担を減らすためテンプレートの導入を行う。 

 

図２ 対策立案 

 

 

 

 

 



図３ 対策実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策実施 

対策１ 記録を残すように看護指示に入力する。 

抑制アセスメントを実施しその内容を確実に記録へ残すため，対象となる患者に

ついては看護指示に入力し，日々の担当者がチェックするようにした。看護指示へ

の入力は入院時の受け持ち看護師が行った。 

対策２ アセスメント記録の例文を提示する。 

具体的にどのような記録をすればよいかわからないとの意見があったため，TQM

担当者が例文を作成し，記録のポイントを文章で提示した。 

対策 3 カンファレンスを開催する。 

毎週金曜日の 13 時から抑制カンファレンスを定期的に実施することとした。司会

は日々の病棟リーダーが担当。 

対策 4 記録の負担を減らすためテンプレートの導入を行う。 

自由記載の記録からテンプレートへの記録に変更することで，記録の負担を減ら

すことを狙った。 

 

図 4 抑制アセスメントテンプレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何を なぜ 誰が いつ どこで どうする

アセスメント記録 確実に残す 受け持ち 5月から 病棟 看護指示に入力

行動抑制の判断 話し合う機会を作る 看護師全員
3月から

毎週金曜日
詰所

カンファレンス開

催

アセスメント記録 書きやすく読みやすく TQMメンバー 8月 病棟 例文作成

アセスメント記録 統一された書式にする TQMメンバー 12月 病棟 テンプレート作成



図 5 抑制記録の記載と抑制カンファレンス開催の状況 

 

効果確認 

有形効果 

① 行動抑制アセスメント記録の記載率は 67％から 75％に増加したが，目標の 100％には

達しなかった。 

② 抑制カンファレンス開催率は 75％から 40％に減少しており，目標の 100％には達しな

かった。 

無形効果 

① 行動抑制の必要性を考えるようになった 

② 行動抑制について意識が変わった 

③ ある程度カンファレンスに役立った 

④ 行動抑制の記録は必要だと感じる，という効果が得られた。 

 

定着化 

TQM 活動から倫理グループへ記録監査の役割移行を依頼する。 

カンファレンスについては，現在日々のリーダーが司会を担い定期的に取り組めている。 

 

まとめと課題 

抑制アセスメント記録についてはテンプレートを導入することで記載率は向上することが

できた。しかし，カンファレンス開催状況は改善していない。決められた時間にカンファレ

ンスを行うことが困難であることが多いため，全員で集まらなくても空いた時間に複数で

話し合ったり情報を共有したりできるシステムへの変更を検討していく必要がある。 


